
​令​​和​​７​​年​​度​​第​​２​​回​​舞​​鶴​​市​​総​​合​​計​​画​​審​​議​​会​

​次​​　​​第​

​日​​時​​　​​令​​和​​８​​年​​２​​月​​16​​日​​（月）​

​14​​時​​00​​分​​～​​　​​　​​　​​　​​　​​　​

​場​​所​​　​​舞​​鶴​​赤​​れ​​ん​​が​​パー​​ク​​　​​　​

​市​​政​​記​​念​​館​​ホー​​ル​​　​​　​​　​

​１​​．​​開​​会​

​２​​．​​市​​長​​あ​​い​​さ​​つ​

​３​​．​​委​​員​​紹​​介​

​４​​．​​議​​事​​（協​​議・​​報​​告​​事​​項）​

​（１）​​次​​期​​総​​合​​計​​画​​の​​進​​捗​​報​​告​​に​​つ​​い​​て​​（​​30​​分）​

​（２）​​意​​見​​交​​換​​（​​70​​分）​



舞鶴市総合計画審議会　委員名簿（敬称略）

　　　　　　　　　　　　　　　　委嘱期間：令和5年4月1日～令和9年3月31日

区分 所属 役職 氏名 出欠

1 委員長 学識経験者 舞鶴工業高等専門学校 校長 林　康裕 出席

2 学識経験者 京都職業能力開発短期大学校 校長 中部　主敬 出席

3 副委員長 経済 舞鶴商工会議所 会頭 嵯峨根　仁史 出席 ◯

4 観光 京都府北部地域連携都市圏振興社 舞鶴地域本部長 植本　浩明 出席

5 住民（地域） 舞鶴自治連・区長連協議会 会長 福本　清 出席

6 住民（若者） 舞鶴青年会議所 理事長 坂根　一彰 出席 ◯

7 住民（女性） ＮＰＯ法人まいづるネットワークの会 副理事長 上野　和美 出席

8 住民（まち） ＮＰＯ法人まちづくりサポートクラブ 副代表理事 嵯峨根　俊文 出席

9 福祉 舞鶴市社会福祉協議会 会長 荻野　隆三 出席

10 福祉 社会福祉法人大樹会 理事・施設長 大橋　裕子 出席

11 子育て 舞鶴市ＰＴＡ連絡協議会 会長 永木　智則 出席

12 教育機関 舞鶴医療センター附属看護学校 教員 山口　綾 出席

13 スポーツ 舞鶴市スポーツ協会 会長 渡辺　弘 出席

14 文化 舞鶴市文化協会 副会長 田中　美香子 出席

15 環境 まいづる環境市民会議 顧問 尾上　亮介 出席

16 金融 （株）京都銀行東舞鶴支店 東舞鶴支店長 川井　啓 出席

17 金融 京都北都信用金庫 東舞鶴中央支店長代理 左近　美絵 出席

18 交通 京都交通株式会社 課長 福井　尚朋 出席

19 行政 近畿財務局舞鶴出張所 所長 田中　陽 出席

20 言論 ＦＭまいづる ジェネラルマネージャー 時岡　浩二 出席

　　　　　委員　20名　うち出席者　20名

区分 所属 役職 氏名 出欠

京都府中丹広域振興局 福井　あゆみ 出席

京都府港湾局 港湾企画課長 松本　義明 出席

地域連携・振興部　
企画・連携推進課長

前回から
変更

前回から
変更

オブザーバー

オブザーバー



令和７年度　舞鶴市第２回総合計画審議会　座席表　　

嵯峨根仁史副委員長 林委員長

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

◯

永木委員

○ ○

時岡委員 ○ 中部委員

田中陽委員 ○ 植本委員

○ 福井課長

福井委員 ○ 福本委員

○ 松本課長

左近委員 ○ 坂根委員

川井委員 ○ 上野委員

尾上委員 ○ 嵯峨根俊文委員

○ 荻野委員

渡辺委員 ○ 大橋委員

◯   ○
山口委員

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市長

田中美香子委員
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○舞鶴市総合計画審議会条例 

平成29年10月4日 

条例第41号 

(設置) 

第1条 本市における総合計画(総合的かつ計画的な行政の運営を図るための基本構

想及び基本構想を実現するための実行計画をいう。以下同じ。)に関する事項を調

査し、及び審議するため、舞鶴市総合計画審議会(以下「審議会」という。)を置

く。 

(所掌事務) 

第2条 審議会は、市長の諮問に応じ、総合計画の策定、実施その他必要な事項につ

いて、調査し、及び審議するとともに、その結果を答申する。 

(組織) 

第3条 審議会は、委員20人以内をもって組織する。 

(委員) 

第4条 委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱し、又は任命する。 

(1) 学識経験を有する者 

(2) 市内の各種団体の代表者 

(3) その他市長が適当と認める者 

2 委員の任期は、4年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間と

する。 

3 委員は、再任されることができる。 

4 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様と

する。 

(委員長及び副委員長) 

第5条 審議会に委員長及び副委員長各1人を置く。 

2 委員長は、委員の互選により定める。 

3 委員長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

4 副委員長は、委員のうちから委員長が指名する。 

資料１ 
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5 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたと

きは、その職務を代理する。 

(会議) 

第6条 審議会の会議は、委員長が招集し、会議の議長となる。 

2 審議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

3 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長の決する

ところによる。 

(庶務) 

第7条 審議会の庶務は、政策推進部において処理する。 

(委任) 

第8条 この条例に定めるもののほか、審議会に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

(施行期日) 

1 この条例は、公布の日から施行する。 

(任期の特例) 

2 この条例の施行の日以後、最初に委嘱され、又は任命される委員の任期は、第4

条第2項本文の規定にかかわらず、平成31年3月31日までとする。 

(招集の特例) 

3 この条例の施行の日以後最初に開かれる審議会の会議及び委員の任期満了後最

初に開かれる審議会の会議は、第6条第1項の規定にかかわらず、市長が招集する。 

   附 則（令和5年3月30日条例第4号） 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和5年4月1日から施行する。ただし、事項の規定は、交付の日か

ら施行する。 

 (経過措置) 

2 この条例の施行の際現に舞鶴市総合計画審議会の委員である者の任期は、令和5

年3月31日までとする。 

 



舞鶴市における審議会等の会議の公開に関する要綱 

(趣旨) 

第 1条 この要綱は、市政に対する市民の理解と信頼を深めるとともに、公正で開

かれた市政を推進するため、審議会等の会議(以下「会議」という。)の公開に関

し、必要な事項を定めるものとする。 

(定義) 

第 2条 この要綱において「審議会等」とは、次に掲げるものをいう。 

(1) 地方自治法(昭和 22 年法律第 67 号)第 138 条の 4 第 3 項の規定に基づき設

置する附属機関(以下「附属機関」という。) 

(2) 行政運営上の参考とするため、市民、学識経験者等から意見聴取をするこ

とを目的に開催する懇話会等 

(会議の公開) 

第 3条 会議は、公開する。ただし、会議(附属機関に係るものに限る。)が次の各

号のいずれかに該当するときは、当該会議の全部又は一部を公開しないことがで

きる。 

(1) 法令等の規定により、会議を公開することができないと認められるとき。 

(2) 舞鶴市情報公開条例(平成 11年条例第 31号)第 5条各号に定める情報(以下

「不開示情報」という。)を含む内容について審議等が行われるとき。 

(3) 会議を公開することにより、公正かつ円滑な議事運営に著しい支障が生じ

ると認められるとき。 

(公開の方法等) 

第 4条 会議の公開は、会議の傍聴を希望する者に対し、審議会等の長がその傍聴

を認めることにより行うものとする。 

2 審議会等は、会議を傍聴する者(以下「傍聴者」という。)の定員をあらかじめ

定め、傍聴席を設けるものとする。 

3 審議会等は、会議が公正かつ円滑に行われるよう傍聴に係る遵守事項を定めるも

のとする。 

4 審議会等は、傍聴者に対し、会議に係る資料を提供するものとする。ただし、

附属機関に係る資料で不開示情報が含まれるものについては、この限りでない。 

(会議開催計画書の作成等) 

舞鶴市総合計画審議会 

資料２ 



第 5条 審議会等を所管する課等の長(以下「所管課長」という。)は、公開の会議

を開催するときは、会議を開催する日の 2週間前までに、会議開催計画書(様式第

1号)を作成し、総務課長に送付するものとする。ただし、緊急に会議を開催する

必要が生じたときは、開催の決定後、速やかに行うものとする。 

(会議開催計画の公表) 

第 6条 前条の会議開催計画書の内容は、会議を開催する日のおおむね 1週間前ま

でに、市の広報紙及びホームページへの掲載、市政情報コーナーへの配架等によ

り公表するものとする。ただし、緊急に会議を開催する必要が生じたときは、こ

の限りでない。 

(会議結果報告書の作成等) 

第 7条 所管課長は、公開の会議を開催したときは、当該会議の終了後、速やかに

会議結果報告書(様式第 2号)を作成し、総務課長に送付するものとする。 

(会議結果の公表) 

第 8条 前条の会議結果報告書の内容は、市のホームページへの掲載、市政情報コ

ーナーへの配架等により公表するものとする。 

(非公開の会議の取扱い) 

第 9条 所管課長は、非公開の会議を開催したときは、当該会議の終了後、可能な

範囲で、その結果を公表するよう努めるものとする。 

(運用状況の公表) 

第 10条 所管課長は、毎年度終了後、会議の公開に関する運用状況を、会議公開運

用状況報告書(様式第 3号)により、総務課長に報告するものとする。 

2 総務課長は、前項の会議公開運用状況報告書をとりまとめ、市のホームページへ

の掲載等により公表するものとする。 

(審議会等の概要の公表) 

第 11条 所管課長は、審議会等の設置等をしたとき又は既に設置等をしている審議

会等の変更若しくは廃止等をしたときは、審議会等設置等(変更・廃止等)届出書

(様式第 4号)を作成し、総務課長に送付するものとする。 

2 総務課長は、審議会等の概要を市のホームページへの掲載等により公表するもの

とする。 

(その他) 



第 12条 この要綱に定めるもののほか、会議の公開に関し必要な事項は、別に定め

る。 

附 則 

この要綱は、平成 22年 4月 1日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成 28年 10月 1日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和 2年 4月 1日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和 5年 10月 1日から施行する。 



 































































​資​​料​​４​
​舞​​鶴​​市​​総​​合​​計​​画​​審​​議​​会​

​2026​​年​​2​​月​​16​​日​

​次​​期​​舞​​鶴​​市​​総​​合​​計​​画​​（​​2027​​年​​4​​月〜​​2040​​年​​3​​月）​
​基​​本​​構​​想​​案​​骨​​子​

​舞​​鶴​​市​

​１​​．​​計​​画​​策​​定​​の​​基​​本​​方​​針​
​・​​計​​画​​期​​間​​：​​2027​​年​​4​​月〜​​2040​​年​​3​​月​​（長​​期​​的​​な​​視​​点​​で​​の​​基​​本​​構​​想）​
​・​​構​​成​​の​​刷​​新​​：​​実​​行​​計​​画​​に​​あ​​た​​る​​部​​分​​は​​解​​体​​し、​​総​​合​​戦​​略​​と​​統​​合​​し​​た​​別​​冊​​を​​作​​成。​

​別​​冊​​の​​取​​組​​は、​​ロ​​ジッ​​ク​​モ​​デ​​ル​​を​​活​​用​​し​​て​​「め​​ざ​​す​​社​​会​​的​​な​​成​​果」​​「道​​筋」​​「評​
​価​​指​​標」​​を​​取​​り​​ま​​と​​め​​る。​​（総​​合​​戦​​略​​は​​ア​​ウ​​ト​​カ​​ム​​指​​標​​が​​必​​要。）​

​・​​推​​進​​体​​制​​：​​総​​合​​計​​画​​審​​議​​会​​と​​み​​ら​​い​​戦​​略​​会​​議​​を​​統​​合​​し​​た​​会​​議​​体​​で​​進​​捗​​報​​告​​し​​て​​い​
​く​​こ​​と​​を​​検​​討。​

​２​​．​​基​​本​​的​​事​​項​
​◯​​人​​口​​レ​​ポー​​ト​​に​​基​​づ​​く、​​地​​域​​の​​未​​来​​予​​測​​（人​​口​​推​​移​​等）​​を​​踏​​ま​​え​​る。​

​◯​​団​​塊​​ジュ​​ニ​​ア​​世​​代​​が​​65​​歳​​以​​上​​と​​な​​り​​高​​齢​​化​​が​​ピー​​ク​​を​​迎​​え​​る​​こ​​と​​で​​顕​​在​​化​​す​​る​​社​
​会​​的・​​経​​済​​的​​な​​課​​題​​で​​あ​​る​​「​​2040​​年​​問​​題」​​を​​見​​据​​え​​て​​取​​り​​組​​む。​

​◯​​人​​口・​​生​​産​​年​​齢​​人​​口​​が​​減​​少​​す​​る​​事​​態​​を​​受​​け​​止​​め​​た​​上​​で、​​人​​口​​規​​模​​が​​縮​​小​​し​​て​​も​
​「地​​域​​活​​力」​​を​​維​​持​​し、​​力​​強​​い​​「地​​域​​経​​済」​​を​​発​​展​​さ​​せ​​て​​い​​く。​

​◯​​こ​​ど​​も​​た​​ち​​が​​住​​み​​た​​い​​と​​思​​え​​る​​ま​​ち、​​若​​者​​が​​一​​度​​舞​​鶴​​を​​離​​れ​​て​​も​​戻っ​​て​​き​​た​​い​​と​
​思​​え​​る​​ま​​ち​​づ​​く​​り​​を、​​市​​民​​が​​主​​体​​と​​な​​り、​​行​​政​​と​​協​​働​​し​​て​​進​​め​​る。​

​３​​．​​2040​​年​​に​​向​​け​​て​​目​​指​​す​​ま​​ち​​の​​将​​来​​像​

​「未​​来​​に​​希​​望​​が​​も​​て​​る​​活​​力​​あ​​る​​ま​​ち​​舞​​鶴」​

​【核​​と​​な​​る​​キー​​ワー​​ド​​〜​​人・​​愛・​​誇​​り〜】​
​「​​2040​​年​​問​​題」​​が​​迫​​る​​困​​難​​な​​時​​代​​だ​​か​​ら​​こ​​そ、​​私​​た​​ち​​は​​舞​​鶴​​の​​原​​点​​に​​立​​ち​​返​​る。​
​舞​​鶴​​市​​が​​誇​​る​​「人​​と​​の​​温​​か​​い​​つ​​な​​が​​り​​（人）」​
​郷​​土​​を​​慈​​し​​む​​「深​​い​​地​​域​​愛​​（愛）」​
​歴​​史​​に​​培​​わ​​れ​​た​​「ま​​ち​​へ​​の​​確​​か​​な​​誇​​り​​（誇​​り）」​

​こ​​れ​​ら​​３​​つ​​の​​想​​い​​を​​込​​め​​て、​​市​​民​​誰​​も​​が​​未​​来​​に​​希​​望​​を​​描​​き、​​そ​​の​​希​​望​​と​​活​​力​​を​​次​
​世​​代​​へ​​と​​力​​強​​く​​つ​​む​​ぐ​​活​​力​​あ​​る​​ま​​ち​​を​​実​​現​​す​​る。​

​４​​．​​３​​つ​​の​​視​​点​
​将​​来​​像​​に​​向​​け​​て​​実​​施​​す​​る​​ま​​ち​​づ​​く​​り​​は、​​以​​下​​の​​３​​つ​​の​​視​​点​​を​​持っ​​て​​取​​り​​組​​む。​



​資​​料​​４​
​舞​​鶴​​市​​総​​合​​計​​画​​審​​議​​会​

​1️⃣​​多​​様​​な​​【絆】​​が​​育​​む、​​安​​心​​と​​共​​生​​の​​く​​ら​​し​​づ​​く​​り​
​安​​全・​​安​​心、​​福​​祉、​​共​​生、​​つ​​な​​が​​り​​と​​いっ​​た​​要​​素​​を​​「絆」​​と​​い​​う​​言​​葉​​に​​集​​約​

​し、​​性​​別​​や​​国​​籍、​​年​​齢​​を​​問​​わ​​ず、​​多​​様​​な​​人々​​が​​互​​い​​に​​認​​め​​合​​い、​​温​​か​​く​​支​​え​​合​​う​
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